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研究成果の概要（和文）：本研究は、近代化が急速に進むブータンにおいて、ブータンの若い世代がブータン社
会の特質を生かした近代化の担い手となることを支援するアクションリサーチである。ブータンの若者の力づけ
を支援するBhutan Media and Democracyとブータン王立大学と共同で、水俣市で開発された内発的発展を促進す
る「地元学手法」によるコミュニティマッピングプロジェクトを２つの村で行い、アクションリサーチに関する
研究論文や書籍作成、学会報告を行った。

研究成果の概要（英文）：This research is action research to support the younger generation of Bhutan
 becoming initiators of modernization with the characteristics of Bhutanese society where 
modernization rapidly progresses. In collaboration with Bhutan Media and Democracy and the Royal 
University of Bhutan, we conducted a community mapping project in two Bhutanese villages by "
neighborhood study method" developed in Minamata City. The method promotes endogenous development. 
This research project has produced research papers and book chapters and made presentations in 
academic meetings.
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１．研究開始当初の背景 
  ブータンは、2008 年に絶対王政から立憲
君主制に移行し、着実に近代化を遂げてきた。
しかし、近代化のペースが速く、農村部から
都市部への若者の流出が増加の一途である。
若者世代が減少すると、ブータンの中山間地
域において、持続的社会の実現が徐々に困難
になっていく。そこで、若者世代にブータン
農村部の地域コミュニティの持つ魅力を見
いだしてもらう機会をつくり、内発的地域コ
ミュニティの発展の担い手を育成すること
が急務であるとされている。そこで、都市部
で生活する大学生に着目し、大学生自身が直
接、農村部の地域コミュニティに足を運ぶこ
とで農村部に対する意識変革と行動変容を
促す実践的研究手法が求められている。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、急速な近代化が進む中、高
等教育の機会や就業目的のため、農村部から
都市部に移動する若者に対し、新しい技術や
知識を獲得することと同時に、ブータン社会
の持つ地域資源に気づく機会を与えること
で、知に足の着いたブータン社会の近代化に
つなげていく担い手の育成を目的とする。 
 
（２）ブータンの NPO、大学との連携体制
を構築し、実践的研究手法（アクションリサ
ーチ）の開発と普及の可能性を検証すること
を目的とする。 
 
（３）ブータンの高等教育において、アクシ
ョンリサーチ手法の認知度を高め、ブータン
の高等教育にアクティブラーニング全般へ
の関心を高めることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）ブータンの近代化の現状に関する文献
研究を行い、その上で、社会的調査法の１つ
であるアクションリサーチを実施すること
とした。アクションリサーチ手法は、ブータ
ンの若者の参画により、ブータン山間部の村
で地元学手法をベースにしたコミュニティ
マッピングプロジェクトを活用した。若者に
対する地元学アクションリサーチ参画の効
果を把握するため、プロジェクト参加前後の
農村開発に対する意識変化に関する調査を
組み込むこととし、プロジェクトの成果を把
握することとした。 
 
（２）本プロジェクトの協働パートナーとし
て、コミュニティマッピングを展開している
ブータンの NPO である BCMD(Bhutan 
Centre for Media and Democracy: ブータン
メディア・民主主義センター）を選定した。 

 
（３）パイロットプロジェクト地域選定 
本パイロット調査実施対象地域について
は、都市近郊と農山間部という異なる生活圏
に着目し、各々の地域特性を代表する地域の

選定を進めた。 
近年、道路が整備されたことで都市との接
続が容易になった Kabjisa村（首都ティンプ
ー市から、車でおよそ 1時間）と農山村地域
にあるプナカ県の Gemkha村（ティンプー市
から、車でおよそ 4時間）を選定した。Kabjisa
村におけるパイロットプロジェクトでは、同
村の中学校を訪問、2 度の試行プログラムを
計画した。コミュニティマッピング参加の学
生は、ティンプー市にある私立大学 RTC
（Royal Thimphu College）の学生とし、
Kabjisa 中学校の生徒、村人とともに、コミ
ュニティマッピングを計画した。また、急速
に都市への人口流出が増加しているブータ
ンの農山村部に位置する Gemkha 村を選定
し、パイロットプロジェクトを計画した。同
村に近い王立大学 RUB(Royal University of 
Bhutan)の College of Natural Resources（天
然資源大学）の学生（大学生、大学院生）の
参加を得て、BCMDと協働で、パイロットプ
ロジェクトを計画した。 

 
４．研究成果 
（１）Kabjisa 村と Gemkha 村における地元学
を応用したコミュニティマッピングパイロ
ットプロジェクトに参加した学生の農村地
区への意識変化は目覚ましいものがあった。
たとえば、環境に配慮した生活を営む村人の
知恵を大学で学ぶ環境学の理論と結び付け
て評価していた。また、学生は、都市化の進
むブータンにおいて、農村部の維持をどうす
べきかを考えるようになった。プロジェクト
参加前には、村の価値を見いだせなかった学
生が、参加後に、村の価値に気づいてくれた。
村人を対象とし、学生グループによるコミュ
ニティマッピング成果のフィードバックセ
ッションを開催したところ、試行プロジェク
トを受け入れた学校や村人にとっても、都会
で勉強する学生が見出してくれた村の価値、
とりわけ、村人の暮らしの価値を直接知るこ
とができたのが、大きな刺激になっていた。
今後の村づくりの起爆剤となる可能性を見
いだすことができたのが収穫である。 
 
（２）ブータンという日本とは異なる社会に
おいて、国内の地方創生の有力なツールとし
て活用されている地元学手法の有効性を確
認できた。これによって、地元学は国内外で
活用できる実践的地方活性化手法となりう
る可能性が明らかになった。 
 
（３）地元学とコミュニティ・マッピングに
ついての公開セミナーを 2回ブータンにおい
て開催した。上院議員を含む 40 名の参加者
を得ることができ、地元学と地域開発モデル
について、ブータンにおける農村活性化の必
要性と地元学手法を掘り下げながら、意見交
換することができ、ブータンの政策形成にも
寄与することができた。 
 



（４）ブータンの NPO との協働研究の経験
は、民主化時代のブータンにおいて増加する
社会問題に取り組む NPO の組織強化につな
がる端緒をつけた。 
 
（５）アクションリサーチ（実践的研究）を
ローカルニーズにマッチした形で展開する
ことは、社会科学分野の社会実装機能促進に
つながることが確認できた。 
 
（６）アクション・リサーチの手法に関する
知見を集約し、国内の研究者との実践共有を
行うことができた（2018 年に書籍を刊行し
た） 
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